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とを説明した「調査協力同意書」(イ・塚2)にサインしてインフォーマントと交換した。
2.13 スケジュールと質問項目
フォーカスグループインタビューは、以下の11眞序で実施した。
①司会者の自己紹介
②調査の目的と概要の説明(司会者)
(3)調査協力同意書への署名と交換(インフォーマント・司会者)
④名札の記入と装着(インフォーマント)
⑤録音・録画開力創司会者)
(6)インフォーマント自己紹介(インフォーマント)
(フ)インタビュー(インフォーマント・司会者)
⑧論点の整理(司会者)
(9)質問紙調査(インフォーマント)ーこの間、インフォーマントの携帯電話の写真を撮影(司会者)
(10)録音・録画終了伺会者)
(1D調査協力へのお礼伺会者)
質問項目を、以下に示す。なお、導入質問(最初の質問)は、インフォーマントをりラックスされるために、
答えやすい質問から開始した。質問項目の詳細は、インタビューガイド q寸録1)を参照されたい。
質問①:あなたの携帯電話について
質問②:携帯電話によるインターネットの利用について
質問③:携帯電話を使った学習について
質問④:未来の携帯寄舌に期待される機能
2.1.4 調査の制約
調査に協力して学生を集め会議室を確保していただいた教員には、事前に口頭またはメールで英語によるグ
ノレープインタビューを実施したい旨を伝え、ディスカッションできる英語力を備えた学生を集めるよう依頼し
た。今回実施した3つのインタビューのうち、最初のもの(Aグループ)は、インフォーマント全員が普段か
ら英語により大学教育を受けている学生であったため、言語の障壁は全くなかった。他方、 2番目のもの(B
グノレーフ◇では、英語による会話に不慣れな学生が数名含まれていたが、日本ヨ吾が堪能な学生が通訳を買って
出てくれたため、ディスカッションにはほぼスムーズに進行した。 3番目のもの(Cグノレーフうでは、延吾に
よる会話に不慣れな学生が半数程度含まれており、調査に協力していただいた教員が英語とタイ語の通訳を買
つて出てくれたが、通訳を介したために→汾なグループダイナミックスを生み出すことができなかった。
以上の状況から、 AグノレープとBグノレープの調査結果はほぽイ言頼できるが、 Cグループの調査結果のイ言頼性
には多少の疑念が残る。そのため、 Cグループの調査結果については、調査担当者が信頼できると判断した部
分のみを以下の報告に採用した。
22 データ分析:絶えざる比較法
データ分析には、絶えざる比較法(C0畑ta11tcomparativeMethod)を用いた。絶えざる比較法とは、デー
タ収集と並行してコーディングを進める中で、カテゴリーを構築し、カテゴリー間の相互関係(仮説)を導き
出していく手法である。このプロセスの中で、最初はデータ収集に焦点を置くが、データ収集が進展するにつ
『
86
れて、コーディング(カテゴリー構築)に焦点が移り、分析の最終段階では、このプロセスで生成された仮説
の探求ないし検証に焦点が移っていく。
段階1
コーデイング
データ収集
段階2
仮説
2.2.1 インフォーマントやグループの特性をヌ己録
インタビュー中およびインタビュー直後に、そのグノレープの特徴を確認した。これは、インフォーマントの
自己紹介およて略質問への回答に含まれる経験談などから把握した。
コーティング
データ収集
2.2.2 グノレープダイナミックス効果の把握
フォーカスグノレープインタビューの成功の鍵は、グループダイナミックス(インフォーマント間の相互作用)
にある。グループダイナミックスは、司会者の質問にインフォーマントが個別に回答するだけでなく、インフ
オーマント間で対話が生じたり、あるインフォーマントの発話に対して他のインフォーマントが合意や反論や
コメントを加えたり、笑いやジェスチャーなどで意思、が示されたりすることで確認できる。これは、インタビ
ユー中に司会者が観察して把握すると共に、ビデオに記録されたインタビューのプロセスを視聴、することで確
認した。 Aグル、ープではかなりのグループダイナミックスが発生したが、 Bグノいープではやや少なく、 Cグル
ープではほとんど発生しなかった。
段階3
仮説生成
データ収集
コーテイン
グ
3.結果
3つのフォーカスグループインタビューを通じて、タイの大学生の携帯電ヨ磊1」用について得られた知見を以
下に示す。
仮説探加検証
3.1 Aグノレープ
3.1.1 インフォーマントの属性と携帯電話禾11用歴
グノレープAに参加したインフォーマントの属性と携帯寄磊1」用歴を表1に示す。このグループのメンバーは
10名で、全員が英語で授業が行われる国際プログラムで工学を専攻する学生で、インド、インドネシアからの
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留学生も含まれていた携帯電話の利用歴は2~8年で、全員が自分の携帯電話を常に携帯し当日も持参して
いた。
表1
コード
AI
A2
A3
A4
A5
A6
A7
A8
A9
A I0
Aグノレープのインフォーマントの属性
,圏1」専攻年齢
工学女23
工学女18
工学男18
工学女18
工学男20
工学男18
工学男20
工学女20
工学女18
工学男20
3.1.2 携帯電話の主な使途
Aグループメンバーは、以下の目的で携帯電話をイ吏用していた。
電話:全員が常時禾リ用
ショートメッセージ:全員が常時禾lj用
カメラ・ビデオ:全員
時計:全員
スケジューリング:全員
インターネットアクセス:8 名が利用。主な用途は、スポーツ試合経過の確認(ライブインターネット
ラジオを含む)、大学のウェブサイトを見る、 Google検索、ニュースヘッドラインを見る、 MSN住に
ソーシャノレネットワークサービス)
メール:3名が利用(普段はパソコンで使用するが、移動中は携帯電話を使う)
月額オ5卜金(Baht)
400
300
800
300
800
1,000
600
300
500
1,500
携帯電話禾1」用
7年
2年
7年
3-4年
8年
6年
4年
7年
5年
7年
一方、以下の目的では携帯電話を使用していない。
地図検索:タイでは2ケ月前1こ禾1」用できるようになったが、現在の携帯電話でほ禾"用できないため。
画像のダウンロード:携帯電話に直接ダウンロードすると高額なため。ただし、パソコンに画像をダウ
ンロードして携帯電話に移すことは全員やっている。
音楽のダウンロード:携帯電話に直接ダウンロードすると高額なため。ただし、パソコンにダウンロー
ドして携帯電話に移すことは全員やっている。
電車の時刻表:バンコックの電車は時刻表がない(時間帯によって5-10分間隔で来る)ので、調べる
ことはできない。
オンラインゲーム:パソコンではやっているが携帯電話ではやらない。
パソコンと携帯電話のイ吏い分けについては、パソコンの方が携帯電話に比べてはるかに高速であり、かつ通
信邪除が安いため、全員がパソコンでできることはパソコンでやっている。ただし、移動中にインターネット
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やメールにアクセスする必要がある場合は、携帯電話から利用することもあるようだし
ちなみに、携帯電話の本体は別途購入しており、月額邪卜金:は 200~150obaht を支払っている。費用は、本
人負担が4名で、残りは親が負担している。なお、留学生は国際駐舌に多額を費やしている。
3.13 学習のための携帯電轟1」用
本研究の主要目的である「学習のための携帯電話禾11用」にっいては、以下の事瓶"があった。
G。。gleにアクセスしてW'1M.pediaを使う。主に技術用語の定義を調べるため1こ禾lj用している0
授業中に出題された宿題を文字で書き取るには手間がかかるため、携帯電話で写真に撮る。それを友人
に転送することもある。
掲示板に貼り出された市轍日程の写真を撮った。
大学のセレモニーを携帯のビデオに司獄した。
i蒜義の音声を奇緑している。
宿題を翫緑するため携帯電話のメモ機能を使う。
短い宿題を提出するために使ったことがある。
授業のスケジュール管理に使っている。スケジュールに宿題や提出物の期日を言西尿しており、りマイン
ダーとして使っている。
日記代わりに使っている。
授業を携帯電話にビデオで言曝して家に帰ってから見ている。
言葉の意味を調べるために、携帯電話のぎ辛書を使っている。
パソコンで作ったプレゼンテーションを自宅に忘れてきたため、ブノレートノレースで携帯翫乱こ送っても
らい大学のパソコンにダウンロードして教室でプレゼンをしたことがある。
プレゼンテーションのりモコンとして使う。
ショートメッセーシ機能を使って、大学のクラブのアナウンスメントをしている。メーノレ機胎を使うと
通信料がかかるので。
教員が学生にメッセージを遡寸するためにショートメッセーシ機能を使っている。宿題や次回の授業概
要を伝えてくれる。
なお、パソコンによるe・ラーニングでは、以下の情報を利用している。
講義の言e録・;蒜義ノート
耕オ・テキストブック
チュートリアル(テキストブックのイ寸録)
百矛斗事典
学習用ゲーム
パソコンによるe・ラーニングの体験として、以下のものが報告された。
宿題のレポートをインターネットからのコピーを組み合わせて作成
数学の解法をインターネットで探索
友人の宿題をコピーして提出
質問をポストして教員から回答を得る
弟の家庭教師をインターネットで見つける
外国語の会話と発音をインターネットで学習
高校のプロジェクトで写真や文献をインターネットから入手
1 1
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